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  環境省が 2009 年度の全国の一般廃棄物の排出及び処理状況等について調査し、その結果を取りまとめた

もの。全 25 ページ。毎年度実施。１人１日当たりのごみ排出量が、1970 年代に１ｷﾛｸﾞﾗﾑを超えて以来、

初めて 1 ｷﾛｸﾞﾗﾑを割りました。

■ごみ排出の状況

ごみ総排出量

4,625 万トン、前年度比 3.9％減。

5 年前（2004 年度）に比べ 13.4％減。

うち、生活系ごみ3,018万トン、前年度比3.2％減。

5 年前に比べ 11.0％減。

※ごみ総排出量＝収集ごみ量＋直接搬入量＋集団回収量

１人１日当たりのごみ排出量

　994 グラム、前年度比 39 グラム減。

 　5 年前に比べ 152 グラム減。
 　　

■ごみ処理の状況

総資源化量

　950 万トン、前年度比 2.9％減。　　　　　　

　5 年前に比べ 1.1％増。

　※総資源化量＝直接資源化量＋中間処理後再生利用量 

　　　　　　　  　　＋集団回収量

１人１日当たりのごみ排出量

　20.5％、前年度比 0.2 ポイント増。

　5 年前に比べ 2.9 ポイント増。

　※リサイクル率（％）＝総資源化量／ごみ総排出量× 100

■３Ｒ取り組みのベスト10
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